
（資料5）

令和６年度医療機器産業ビジョン研究会

の運営方針
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令和6年度医療機器産業ビジョン研究会の議題案

• 令和5年度研究会の成果として、2024月3月1日に「医療機器産業ビジョン2024」を公表。

• 今年度の研究会においては、主に①本ビジョンを踏まえた取組の状況の報告と議論、②今後の支援に求

められる方向性に関する議論を行うこととしたい。

第5回（2/18）第4回（12/9）

・ 医療機器産業ビジョンを受けた取り組み
状況

・ 医療機器産業の成長における大手企業
とスタートアップの関係

・ 医療機器産業の成長における大手企業
とスタートアップの関係と支援に求められる
方向性
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（参考）医療機器産業ビジョンのセントラルイラストレーション

• 医療機器産業が成長していくための方向性として、イノベーション創出のための研究開発投資とグローバル

展開による投資回収の2つが循環することによる産業成長を目指す。

米国をはじめとした
グローバル展開へ
踏み出す企業の創出

イノベーションを生み出す
研究開発環境の構築

１

２
➢ AI等のデジタル技術を用いた医療機器の開発促進
• 日本の高い医療水準から得られる医療データを、高度な医療機器の技術開発や競争力強化へ積極的に活用するとともに、AI等のデジタル技術を用いた医療機器の

医療上の有用性や経済性に関する価値の実証等を通じた社会実装及び市場形成を目指す。

➢ 大手企業によるスタートアップの連携強化及びアクセラレーション
• 大手企業、VC、医療機関、研究機関、国のすべてが参加し、国内のSUが世界トップレベルの医療水準を有する日本から生まれる革新的なアイディアを実用化し、大

手企業がグローバルに展開するといったモデルを構築することを目指す。

➢ 米国展開のためのエビデンス構築による競争力強化及びネットワーク構築の支援
• 米国市場の獲得において必要となる臨床試験等を通したエビデンス構築により製品競争力を強化し、米国展開を通じてグローバルに製品価値を確立することを目指す

• 適切なステークホルダーとのコミュニケーションやパートナーシップにより、米国固有の制度、商習慣に対応した製品開発、米国展開戦略を策定できる環境を目指す

➢ グローバル展開を容易にする環境整備・ネットワーク構築支援
• 国内企業が当初よりグローバル市場を視野に入れ、競争力のある製品を戦略的に開発し、グローバル展開することを目指す。

• グローバルな臨床研究等を主導することができる人材、支援環境の構築を目指す

• 展開先国での許認可取得の簡素化を目指す
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